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西丹沢・夕滝↑案内 

読みづらい古い案内板→ 

夕滝橋へ ２００ｍ 

夕滝へ  ４００ｍ 

吊り橋の夕滝橋は豪雨で 

流され今は無いです。 

今は夕滝へ行くには川の 

中へ入りシャワークライ 

ミングです。 

対岸より全景を眺めるのが 

一番よいです。世附川沿い 

不老山の登山口付近くです。 



 

 

 

令和５年度総会は新型コロナウイルス感染拡大を防ぐため、令和２年度、

３年度、４年度に引き続き電子文書とメールでの開催となりました。 

５月まで待てば５類感染症移行となり「総会も５月に対面開催してはどう

か」と言う意見もありましたが、ボラネットや他団体の行事、事業等の予定

もあり、例年通り４月に開催することになりました。多分今回が最後の電子

文書とメールでの定期総会となります。 

瓦版には、この貴重な総会を記録に残すため重要資料等を載せます。 

この新型コロナ感染症危機禍における令和４～５年度のボラネット活動の様

子が、県民にも次世代にも伝えられ資料となれば幸いです。 

 

１ 日時・場所 

 新型コロナウイルス感染症をめぐる社会情勢を踏まえ、書面にて開催 

  ･令和５年４月22日 総会に向けて会計監査及び臨時世話人会 ＡＭ10：00～ 

 ･令和５年４月22日 各団体に資料送付 

･令和５年５月９日 各議案への賛否回答締め切り 

･令和４年５月11日各団体に結果報告 

 

２ 議題 

 （１）令和４年度事業報告･決算報告（資料１.２） 

 （２）令和５年度事業計画･予算(案)（資料３.４） 

 （３）世話人会の改選（資料５） 

 （４）その他 

 

←写真 

総会を受け第１回世話人会 

（ワーキングルーム） 

R５年6月7日(水) 

 

内 容 

丹沢講演会、水質調査、世話人

会瓦版、ボラネットのあり方等

について協議する。 

 

 

 

令和５年度丹沢大山ボランティアネットワーク総会 
 

 

 



令和４年度事業報告 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



令和４年度会計報告及び監査報告              資料２  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

R年5月21日(日) 

水質調査のため西丹沢県民の森へ 

県民の森には水溜があった。（直系1、3ｍ） 

モリアオガエルの大きな二つの 

白い泡卵塊が縁の内側に見える。 

水中にはたくさんのオタマジャクシ 

が泳いでいる。    人工の水溜写真→ 



令和５年度事業計画                               資料３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

丹沢案内 

表丹沢の見落としがちな伝説場所案内 

菩提峠の二ノ塔側（30分）にある。 

→写真 

日本武尊足跡入り口案内 

 

 

 

 

 

 



令和５年度予算                                資料４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

→写真 春嶽湧水 

水質調査 

以前は小雨で水が枯れ水質調査が不可 

になったが、今は多量の湧水が出ている。 

蓑毛より柏木林道３０分 

春岳沢の上流に髭僧の滝がある。 

ここの湧水も日本一おいしい秦野水道水源です。 



令和５年度丹沢大山ボランティアネットワーク世話人会 資料５ 

 氏  名 団 体 名 任期 

代 表 小林 昭五 NPO法人丹沢自然学校 令和4.4～令和6.3 

副代表 小野 均 NPO法人四十八瀬川自然村 令和4.4～令和6.3 

副代表 山口 寿則 NPO法人伊勢原森林里山研究会 令和5.4～令和7.3 

会 計 遠藤 順一 NPO法人野生動物救護の会 令和5.4～令和7.3 

監 事 栗林 弘樹 丹沢ゴミ調査会 令和4.4～令和6.3 

監 事 森島 眞知子 町田グラウス山の会 令和5.4～令和7.3 

令和５年度丹沢大山ボランティアネットワーク総会結果報告 

１ 日時・場所 

新型コロナウイルス感染症をめぐる社会情勢を踏まえ、書面にて開催 

 ・ 令和５年４月 22 日 各団体に資料送付 

 ・ 令和５年５月９日 各議案への賛否回答締め切り 

 

２ 出席者 

回答 10 団体、未回答 17 団体 

 

３ 各議案の承認状況 すべての議案について、出席者（回答者）の過半数の賛成により、

承認された。 （丹沢大山ボランティアネットワーク会則第７条第３項） 

議案１： 令和４年度事業報告・決算報告   資料１．２のとおり承認 

（賛成 10、反対０、回答なし０） 

議案２： 令和５年度事業計画・予算（案）   資料３．４のとおり承認 

（賛成 10、反対０、回答なし０）   

議案３： 世話人の改選              資料５のとおり承認 

（賛成 10、反対０、回答なし０）  

 

４ その他（意見等） 

 ・ 事業計画については、ただ単に事業を行うのではなく会則のボラネットの目的を再確

認し、目的をはっきりさせ丹沢大山地域の環境啓発や交流会等を創意工夫しながら 

官民協働で進めて行きたい 



 

 

 

NPO法人丹沢自然学校  ナテュール 丹沢 

丹沢への案内 

丹沢自然学校はボランティアを募集し 

水質調査へ参加しました。 

毎年、NO１６西丹沢県民の森水場と 

NO１７仲の沢法面湧水の２カ所を 

担当しています。 

玄倉林道入り口ゲート→立間大橋から 

中ノ沢林道に入ります。ゆっくり歩くこと 

６０分で林道の終着点に県民の森が 

あります 

別名大正の森とも言います。県民の森は 

範囲が広く、大正の森を含んでいます。      ↑写真 西丹沢県民の森の案内図 

森林浴の森日本100選・かながわの美林50選に選ばれています。 

 

→写真 東屋の休憩所 

西丹沢県民の森の中には 

訪問者のために水場水道や 

東屋があり、ゆっくり休憩ができます 

 

問 →写真のような簡単な建物を 

なぜ東（あずま）屋と言いますか？ 

語源は都が京にあった時代の 

東国の呼び方です。 

 

 

←写真 仲ノ沢の法面湧水 

 

次は中ノ沢林道を下り、中ノ沢法面湧水の採水。 

林道途中に林道法面湧水がビニールパイプ 

より勢いよく流れ出ています。 

気温や水温等を測定し慎重に採水を行いました。 

 

丹沢大山ボラネット加盟団体からの投稿 
 

 

 



仲ノ沢林道下りながら、左下を流れる渓流は 

小川谷です。仲ノ沢林道から見える小川谷渓谷、 

風景はダイナミックで緑が美しいです。 

特に玄倉川と小川谷合流付近、立間大橋からの 

大きな白い岩のある渓谷・渓流は特に素晴らしい。 

白い岩石は西丹沢渓谷の特長を示す岩石です。 

トーナル岩と言います。 

昔はあまり聞かない名前だったが、 

石英閃緑岩の仲間で石英が多く含まれています。 

神奈川の石（岩石）に指定されています。 

→写真 立間大橋から見た渓谷 

      （流れる川は玄倉川） 

仲ノ沢林道の一番のビューポイントです。 

 

紅一点の写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

↑写真 仲ノ沢林道沿いのニシキウツギ    ↑写真 西丹沢県民の森のヤマツツジ 

 

問 紅一点と言うが周囲は何色でしょうか？ 

① 白  ②黒  ③緑 

中国の詩人・王安石が読んだ詩の中にある「万緑叢中紅一点」（ばんりょく そうちゅう 

こういってん）を略したものです。 

意味 一面緑色の草木の中に赤い花が咲いている。 

     実際は緑の中にザクロの赤い花が咲いているのを読んだみたいです。 
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